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は
じ
め
に

人
生
最
後
の
儀
礼
が
、
葬
送
儀
礼
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
が
拡
大
す
る
前
ま
で
は
、
私
た
ち
は
、
人
生
最

後
の
儀
礼
を
可
能
な
限
り
丁
重
に
且
つ
盛
大
に
行
い
、
こ
の
世
と
別
れ
る
人
の
霊
を
慰
め
て
来
た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
の
現
今

で
は
、
ご
く
近
し
い
親
族
の
み
で
な
さ
れ
、
静
か
に
送
り
出
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

人
類
が
、
葬
送
の
儀
礼
を
い
つ
か
ら
行
う
よ
う
に
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
我
が
国
で
は
遅
く
と
も
縄
文
時
代
草
創
期

に
は
そ
の
痕
跡
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
栃
木
県
宇
都
宮
市
大お

お

谷や

寺じ

洞
穴
遺
跡
で
は
、
洞
穴
の
奥
に
頭
骨
だ
け
を
集
め
て

祀
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
元
来
は
、
ご
く
身
近
な
親
族
だ
け
で
死
を
悼
み
弔
う
と
い
う
こ
と
が
行

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
居
住
集
団
が
大
き
く
な
り
ム
ラ
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
弔
い
の
儀
礼
も
拡
大
し
て
い

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
死
は
怖
れ
で
あ
り
、
大
き
な
悲
し
み
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
近
親
者
以
外
の
者
も
そ
の
悲
し
み
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
集
団
の
団
結
を
よ
り
強
め
る
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

縄
文
時
代
に
は
、
墓
は
集
落
の
真
ん
中
に
造
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
の
形
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
東

南
海
上
の
ド
ブ
島
等
で
も
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
死
者
（
先
祖
）
の
霊
に
守
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

生
者
が
平
穏
な
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
証
か
と
思
わ
れ
る
。
数
年
前
に
ペ
ル
ー
の
ク
ス
コ
の
民
家
を
訪
問
し

た
こ
と
が
あ
る
。
入
り
口
を
入
る
と
右
側
に
祭
壇
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
黒
ず
ん
だ
三
体
の
頭
骨
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
祖
父
母
と

曽
祖
母
の
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
々
、
こ
れ
ら
の
先
祖
の
頭
骨
を
祀
り
、
と
も
に
暮
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
自
分

た
ち
の
生
活
が
守
ら
れ
る
と
い
う
想
い
か
ら
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
日
本
人
が
仏
壇
を
祀
っ
た
り
、
墓
参
り
を
し
た
り
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す
る
の
と
同
じ
で
あ
り
、
古
代
か
ら
私
た
ち
が
持
ち
続
け
て
き
た
人
間
の
心
か
と
も
思
わ
れ
る
。

一
方
で
、
弔
い
の
儀
礼
が
集
団
化
す
る
に
つ
れ
て
、
死
へ
の
悲
し
み
を
共
有
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
悲
し
み
を
形
で
表
す

こ
と
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
泣
く
と
い
う
行
為
は
、
本
来
は
死
の
悲
し
み
か
ら
生
ま
れ
る
人
間
の
自
然
な
感
情
で
あ
る
が
、

次
第
に
周
囲
の
人
に
悲
し
み
を
形
で
表
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
わ
ざ
と
大
声
で
泣
く
よ
う
に
な
る
。
更
に
は
、

「
泣
き
女
」
等
、
泣
く
こ
と
を
役
目
と
す
る
者
ま
で
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
で
遺
族
は
、
悲
し
み
の
心
を
形
で
表

す
こ
と
も
必
要
と
な
り
、
喪
に
服
す
装
い
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
魏
志
』
倭
人
伝
に
記
さ
れ
て
い
る
弥
生
時
代
の
頃
の
喪
に
服
す
人
の
姿
は
、
髪
も
梳
か
さ
ず
、
衣
服
も
着
替
え
ず
、
虱し

ら
みも

と
ら
ず
、
死
者
が
出
た
時
の
姿
を
変
え
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
恐
ら
く
大
陸
文
化
の
影
響
か
ら
で
あ
ろ
う
か

素
服
（
白
麻
布
衣
、
も
し
く
は
生
成
り
麻
布
衣
）
が
喪
服
と
し
て
着
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
降
、
そ
の
色
は
黒
に
な
っ
た

り
白
に
な
っ
た
り
し
な
が
ら
も
、
麻
布
を
基
調
と
し
て
喪
服
は
継
承
さ
れ
て
い
く
。
葬
送
の
儀
礼
や
喪
服
は
、
そ
の
後
の
仏
教

の
影
響
や
神
道
国
教
化
政
策
の
影
響
等
に
よ
り
変
化
を
し
て
き
た
。
し
か
し
一
方
で
、
我
が
国
古
来
の
風
習
で
あ
る
死
者
が
出

た
時
の
装
い
を
変
え
な
い
と
い
う
行
為
は
、
季
節
が
変
わ
っ
て
も
服
喪
期
間
は
「
衣
替
え
を
し
な
い
」
と
い
う
形
で
中
世
ま
で

継
承
さ
れ
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

人
間
の
死
を
怖
れ
る
気
持
ち
は
、
葬
送
儀
礼
を
変
え
る
こ
と
を
も
怖
れ
た
。
従
来
と
変
わ
っ
た
こ
と
を
し
た
為
に
新
し
い
不

幸
が
生
じ
る
こ
と
を
憚
る
気
持
ち
か
ら
、
可
能
な
限
り
そ
の
形
式
は
継
承
さ
れ
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
今
日
で
も
、
地
方
で

行
わ
れ
て
い
る
伝
統
的
形
式
の
葬
式
で
は
、
棺
飾
り
に
鳥
や
鳥
居
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
、
人
は

死
ぬ
と
神
に
な
る
と
信
じ
ら
れ
、
神
事
と
葬
事
が
同
根
で
あ
っ
た
古
代
か
ら
の
風
習
の
継
承
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
死
装
束
や

喪
服
の
変
化
も
、
日
常
の
装
い
の
変
化
に
比
べ
る
と
非
常
に
緩
慢
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
今
日
も
残
る
伝
統
的
な
葬
送
儀
礼
と
そ

の
装
い
の
中
に
は
、
古
代
か
ら
の
日
本
人
の
心
が
流
れ
続
け
て
い
る
可
能
性
が
大
な
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
日
本
人
が
創
り
出
し
今
日
ま
で
継
承
し
続
け
て
き
た
葬
送
儀
礼
と
そ
れ
に
伴
う
装
い
―
死
装
束
、
喪
服
―
を
、
宗

教
的
側
面
か
ら
で
は
な
く
、
形
式
的
側
面
か
ら
み
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
人
の
死
に
対
す
る
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
二
年
に
、
古
代
に
焦
点
を
絞
っ
た
『
日
本
喪
服
史　

古
代
編
―
葬
送
儀
礼
と
装
い
―
』
を
源
流
社
か
ら
出
版
し
た
。

そ
の
時
に
は
そ
う
遠
く
な
い
う
ち
に
、
中
世
編
～
近
現
代
編
を
出
す
予
定
で
あ
っ
た
が
、
雑
務
や
目
先
の
研
究
に
追
わ
れ
、
な

か
な
か
手
を
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ず
、
と
う
と
う
二
十
年
も
の
歳
月
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
古
代
編
そ
の
も
の
も
、
そ
の
後
の

研
究
で
修
正
す
べ
き
箇
所
が
い
く
つ
か
見
つ
か
っ
た
た
め
、
改
め
て
古
代
編
も
加
筆
修
正
し
、
こ
こ
に
通
史
と
し
て
の
『
日
本

喪
服
文
化
史
』
を
上
梓
す
る
こ
と
と
し
た
。

諸
先
学
の
方
々
の
ご
指
導
・
ご
助
言
を
仰
げ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

�

増
田
美
子　
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て
の
事
例
　
　
323

（
一
）　

幽
霊
の
白
三
角
額
当
て
の
事
例　
　
323

（
二
）　

葬
礼
に
お
け
る
三
角
額
当
て
の
事
例　
　
324

（
三
）　

神
事
他
に
お
け
る
白
三
角
額
当
て
の
事
例　
　
328

（
四
）　

金
色
の
三
角
額
当
て
の
事
例　
　
329

（
五
）　

黒
色
の
三
角
額
当
て
の
事
例　
　
330

二
、
三
角
額
当
て
の
意
味
　
　
330

（
一
）　

鉢
巻
状
（
空
頂
）
の
形
態
に
つ
い
て　
　
330

（
二
）　

金
色
三
角
額
当
て
の
意
味　
　
331

（
三
）　

黒
色
三
角
額
当
て
の
意
味　
　
333

（
四
）　

死
者
（
幽
霊
）・
葬
儀
の
際
の
白
三
角
額
当
て
の
意
味　
　
335

三
、
古
墳
時
代
の
三
角
文
　
　
339

（
一
）
古
墳
時
代
の
三
角
文
の
ル
ー
ツ　
　
341

（
二
）
古
墳
時
代
の
三
角
文
の
表
象
す
る
も
の　
　
342

四
、
幽
霊
は
な
ぜ
額
に
三
角
を
付
け
る
の
か
　
　
347

お
わ
り
に　
　
351

参
考
文
献　
　
354

引
用
史
料　
　
358

索
引　
　
365
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75 74第二章　平安時代第一節　平安時代前期の葬送儀礼と装い

十
五
）
の
記
述
に
よ
る
と
、
当
時
の
挿
鞋
は
、
表
裏
と
も
綾
絹
で
作
ら
れ
、
底
は
牛
革
製
の
美
し
い
ク
ツ
で
あ
る
。
天
皇
が
常

用
し
て
い
た
浅
い
ク
ツ
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
棺
内
に
は
、
河
渡
衣
と
父
母
が
生
存
の
場
合
は
錫
紵
一
襲
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
河
渡
衣
が
い
か
な
る
も
の
か
を
明

確
に
記
し
た
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
平
安
末
に
は
「
野や

草そ
う

衣え

」
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
梵
字
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
し
て
、
三
途
の
川
を
渡
る
為
に
梵
字
等
を
書
い
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
時
代
に
な
る
と
死
出
の
装
い
に
あ
っ
て
は
、
古
代
か
ら
の
纏
束
等
も
行
わ
れ
な
く
な
り
、
河
渡
衣
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
仏
教
的
な
色
彩
が
濃
厚
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）
平
安
時
代
前
期
の
喪
服

こ
の
時
代
に
な
る
と
、
喪
服
の
制
度
も
整
備
さ
れ
て
く
る
。
喪
服
に
は
、
死
去
し
て
か
ら
近
親
者
以
下
が
一
定
期
間
着
用
す

る
素
服
と
、
素
服
を
脱
い
だ
後
、
服
忌
期
間
中
着
用
す
る
服
喪
服
と
が
あ
る
。
素
服
は
、
死
者
が
出
る
と
日
を
選
ん
で
着
服
し
、

特
定
の
期
間
が
過
ぎ
る
と
脱
ぎ
、
祓
い
を
し
て
河
等
に
流
す
も
の
で
あ
る
。
素
服
の
中
で
、
天
皇
が
二
親
等
以
内
の
不
幸
の
際

に
着
る
素
服
は
、
奈
良
時
代
を
継
承
し
て
錫
紵
と
称
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
錫
紵
や
素
服
を
着
け
る
時
及
び
そ
の
着
用
期
間
で
あ
る
が
、
記
録
が
明
確
な
錫
紵
を
中
心
に
一
覧
表
に
し
た
も
の

が
表
２

−

１
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
死
亡
し
て
か
ら
着
服
ま
で
の
日
数
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
卜
日
の
関
係
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
天
暦
八
年
（
九
五
四
）
の
村
上
天
皇
の
着
服
の
時
か
ら
、
ほ
ぼ
着
服
日
と
葬
送
日
が
同
じ

に
な
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
こ
の
頃
よ
り
着
服
の
日
は
葬
送
の
日
と
す
る
と
い
う
一
定
の
ル
ー
ル
が
出
来
上
が
っ
た
か
と
思
わ

れ
る
。

年

死
亡
者

服
喪
舎

死
亡
日

着
服
日

葬
　
　
日

除
服
日

出
典

八
〇
六（
大
同
　
元
）
桓
武
天
皇（
父
）

皇
太
子（
平
城
天
皇
）
錫
紵

三
月
十
七
日

三
月
十
九
日

日
本
後
記

八
四
〇（
承
知
　
七
）
淳
和
後
太
上
天
皇（
伯
父
）

仁
明
天
皇
素
服

五
月
　
八
日

五
月
　
九
日

五
月
十
三
日

五
月
二
十
三
日

続
日
本
後
紀

八
五
〇（
嘉
祥
　
三
）
仁
明
天
皇（
父
）

皇
太
子（
文
徳
天
皇
）

三
月
二
十
一
日

三
月
二
十
三
日

三
月
二
十
五
日

四
月
　
六
日

文
徳
実
録

八
五
八（
天
安
　
二
）
文
徳
天
皇（
父
）

皇
太
子（
清
和
天
皇
）
素
服

八
月
二
十
七
日

九
月
　
四
日

九
月
　
六
日

九
月
十
六
日

三
代
実
録

八
七
一（
貞
観
十
三
）
太
皇
太
后
順
子（
祖
母
）

清
和
天
皇
錫
紵

　
九
月
二
十
八
日

十
月
　
五
日

十
月
　
七
日

北
山
抄

八
八
〇（
元
慶
　
四
）
清
和
太
上
天
皇（
父
）

陽
成
天
皇
錫
紵

十
二
月
　
四
日

十
二
月
　
七
日

十
二
月
　
七
日

十
二
月
十
二
日

三
代
実
録

九
〇
〇（
昌
泰
　
三
）
太
后
班
子

醍
醐
天
皇
素
服

四
月
　
一
日

三
日
間
着
服

西
宮
記

九
〇
七（
延
喜
　
七
）
中
宮
温
子（
継
母
）

醍
醐
天
皇
錫
紵

六
月
　
八
日

三
日
間
着
服

北
山
抄

九
一
〇（
延
喜
十
）
均
子
内
親
王（
娘
）

醍
醐
天
皇

二
月
二
十
五
日

二
月
二
十
七
日

小
右
記

九
三
〇（
延
長
　
八
）
醍
醐
太
上
天
皇（
父
）

朱
雀
天
皇
錫
紵

九
月
二
十
九
日

十
月
　
一
日

十
月
十
日

十
月
十
二
日

吏
部
王
記

九
三
一（
承
平
　
元
）
宇
多
太
上
天
皇（
祖
父
）

朱
雀
天
皇
錫
紵

七
月
十
九
日

七
月
二
十
五
日

八
月
　
五
日

七
月
二
十
八
日

吏
部
王
記

九
三
八（
天
慶
　
元
）
勤
子
内
親
王（
姉
）

朱
雀
天
皇
錫
紵

十
一
月
　
五
日

十
一
月
　
九
日

十
一
月
十
二
日

小
右
記

九
五
四（
天
暦
　
八
）
太
后（
祖
母
）

村
上
天
皇
素
服

一
月
　
四
日

一
月
十
日

一
月
十
日

一
月
二
十
二
日

西
宮
記

重
明
親
王（
兄
）

村
上
天
皇
錫
紵

九
月
二
十
日

九
月
二
十
三
日

小
右
記

雅
子
内
親
王

村
上
天
皇
錫
紵

九
月
　
四
日

九
月
　
四
日

九
月
　
七
日

西
宮
記

九
六
〇（
天
徳
　
四
）
理
子
内
親
王（
娘
）

村
上
天
皇
錫
紵

四
月
　
　
　

一
日
で
除
服

中
右
記

九
六
六（
康
保
　
三
）
式
明
親
王

村
上
天
皇
錫
紵

十
二
月
二
十
二
日

十
二
月
二
十
四
日

小
右
記

一
〇
一
一（
寛
弘
　
八
）
一
条
太
上
天
皇（
従
弟
）

三
条
天
皇
素
服

六
月
二
十
二
日

七
月
　
八
日

七
月
　
八
日

権
記

冷
泉
太
上
天
皇（
父
）

三
条
天
皇
錫
紵

十
月
二
十
四
日

十
一
月
十
六
日

十
一
月
十
六
日

十
一
月
二
十
七
日

日
本
紀
略

一
〇
一
八（
寛
仁
　
二
）
藤
原
道
長（
外
祖
父
）

後
一
条
天
皇
錫
紵

十
二
月
　
四
日

十
二
月
　
七
日

十
二
月
　
七
日

十
二
月
十
日

権
記

一
〇
三
六（
長
元
　
九
）
後
一
条
天
皇（
兄
）

後
朱
雀
天
皇
錫
紵

四
月
十
七
日

五
月
十
九
日

五
月
十
九
日

五
月
二
十
一
日

左
経
記

一
〇
八
五（
応
徳
　
二
）
寛
仁
親
王（
弟
）

白
河
天
皇
錫
紵

十
一
月
　
八
日

十
一
月
二
十
八
日

十
一
月
二
十
九
日

為
房
卿
記

一
〇
九
六（
永
長
　
元
）
白
河
中
宮（
妹
）

堀
河
天
皇
錫
紵

八
月
　
六
日

八
月
二
十
日

八
月
二
十
日

八
月
二
十
二
日

中
右
記

一
一
〇
七（
嘉
承
　
二
）
堀
河
天
皇（
父
）

鳥
羽
天
皇
錫
紵

七
月
十
九
日

七
月
二
十
四
日

七
月
二
十
四
日

八
月
　
五
日

中
右
記

一
一
二
九（
大
治
　
四
）
白
河
太
上
天
皇（
祖
父
）

鳥
羽
院
錫
紵

七
月
　
七
日

七
月
十
五
日

七
月
十
五
日

七
月
二
十
七
日

中
右
記

一
一
九
一（
建
久
　
三
）
後
白
河
法
皇（
祖
父
）

後
鳥
羽
天
皇
錫
紵

三
月
十
三
日

三
月
十
九
日

三
月
十
五
日

四
月
　
二
日

玉
葉

表 2−1　平安時代の着服・除服一覧（筆者作成）
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97 96第二章　平安時代第二節　平安時代中期～後期の葬送儀礼と装い

〇〇〇〇

〇〇〇〇

〇〇〇〇

〇〇〇〇

〇〇〇〇〇 〇〇〇〇

〇

〇〇〇〇〇 〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

随身等

随身等

諸司官人以下 関白・公卿等

関白・公卿等諸司官人以下

1丈（18m） 歩　障

歩　障

予衆 行障

炬火

炬火

黄蟠

御前僧

（20人）

（10 人） （6人・当色）

（1人）

（6人・当色）
御前僧
（10人）

（衣冠・当色）

（20 人）（衣冠・当色）

（布衣・当色）

（衣冠・当色）

予衆
（衣冠・当色）

（衣冠） （衣冠・藁履・白木杖）

（5人・当色）

（
３
人
・
当
色
）

（
３
人
・
当
色
）

（
３
人
・
当
色
）

（2人・当色）

行障

行
障

焼
香

焼
香甕甕

焼
香

焼
香甕甕

行
障

辛櫃
御膳

香輿 御輿 火
輿

辛櫃
御膳

（5人・当色）

帛絹
25 尺（7.5m）

（4人）〃 〃 〃

（4人）〃 〃 〃

東西

北

南
御前僧座
（筵敷）

公卿座
（板敷）

幄
　
舎

幄
　
舎

葬
場
殿

挙
物
所

貴
所
屋

（6m）

（4,5m）

24
丈（3,6m）

２
丈

白　砂

内垣

白
　
砂

７
丈
（
21
ｍ
）

（7,2ｍ）４間

7尺

高さ１丈３尺

（2.1m）

広さ１丈２尺

高さ１丈３尺

１丈 5尺

高さ 6尺

荒垣 高さ 6尺

荒
垣
高
さ
６
尺

（1.8m）

（1.8m）

24 丈（72m）

36 丈（108m）

36
丈

高さ１丈 2尺

（3,9m）
（3,6m）広さ１丈２尺

７
丈

図 2-2　後一条天皇の葬送行列模式図（筆者作成）

図 2-3　後一条天皇の山作所模式図（筆者作成）

後
に
聞
く
。
二
人
の
持
つ
所
の
前
火
を
取
り
合
わ
せ
て
一
つ
火
と
し
て
付
け
奉
る
な
り
。（
七
月
二
十
四
日
条
）

と
記
し
て
い
る
。
今
日
ま
で
地
方
に
伝
わ
っ
て
い
る
「
一
つ
火
（
枕
火
を
荼
毘
の
火
と
す
る
）」
の
風
習
は
既
に
こ
の
頃
に
み
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

葬
列
は
夜
間
に
出
発
し
、
遺
体
を
載
せ
た
御
輿
等
は
尋
常
の
門
か
ら
は
出
さ
ず
、
塀
を
壊
し
て
そ
こ
か
ら
出
し
て
い
る
。
一

条
天
皇
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
（『
権
記
』
嘉
祥
二
年
条
）。
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
の
堀
河
天
皇
の
葬
送
の
時
も
北
築
垣
を

破
っ
て
お
り
（『
中
右
記
』
嘉
承
二
年
条
）、
こ
れ
は
平
安
時
代
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
風
習
は
中
国
で

は
古
く
殷
代
か
ら
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

）
（1
（が
、
タ
イ
国
等
で
は
今
日
で
も
行
わ
れ
て
い
る
風
習
で
あ
る
。
タ
イ
で
は
そ
の
理

由
と
し
て
、
死
者
が
帰
来
す
る
と
困
る
の
で
、
そ
の
道
を
わ
か
ら
な
く
す
る
た
め
と
し
て
い
る

）
（1
（が
、
平
安
時
代
の
我
が
国
の

風
習
も
こ
の
よ
う
な
意
図
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

葬
列
は
、
黄
幡
を
先
頭
に
、
輿
以
下
歩
障
・
行
障
で
覆
わ
れ
て
火
葬
場
ま
で
運
ば
れ
た
が
、
一
条
天
皇
の
時
も
後
一
条
天
皇

の
時
と
同
様
に
、
黄
幡
、
行
障
十
六
基
、
歩
障
八
条
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
幡
や
行
障
等
は
、
既
に
六
世
紀
半
ば
頃
に
は
用
い

ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
天
皇
の
行
障
・
歩
障
は
い
ず
れ
も
帛
絹
を
五
幅
縫
い
合
わ
せ
て
作
る
。
行
障
一

基
の
長
さ
は
約
一
・
五
ｍ
で
あ
る
か
ら
、
後
一
条
天
皇
の
場
合
は
左
右
の
行
障
の
全
長
は
約
七
・
五
ｍ
、
前
後
の
行
障
の
全
長

は
約
四
・
五
ｍ
と
な
り
、
こ
れ
ら
で
、
御
輿
の
四
方
を
蔽
っ
た
。
そ
し
て
、
歩
障
一
条
の
長
さ
は
約
十
八
ｍ
で
あ
る
か
ら
、
全

長
は
七
十
二
ｍ
と
な
る
。
こ
れ
を
小
舎
人
や
蔵
人
が
左
右
二
十
人
ず
つ
に
分
か
れ
て
持
ち
、
御
輿
・
香
輿
・
御
膳
・
唐
櫃
や
関

白
・
公
卿
等
を
蔽
っ
て
進
ん
だ
の
で
あ
る
（
図
２

−

２
参
照
）。

葬
列
が
山
作
所
に
到
着
す
る
と
、
葬
場
殿
に
一
時
安
置
し
、
最
期
の
供
養
が
行
わ
れ
、
貴
所
（
荼
毘
場
）
に
移
さ
れ
て
荼
毘

に
付
さ
れ
た
。
嘉
承
二
年
に
崩
御
し
た
堀
河
天
皇
の
葬
儀
も
、『
中
右
記
』
に
よ
れ
ば
ほ
ぼ
こ
れ
に
準
じ
て
お
り
、
平
安
時
代
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351 350附論　幽霊はなぜ額に三角を付けるのか 

お
わ
り
に

ま
だ
小
学
校
に
上
が
る
前
の
こ
と
だ
っ
た
か
と
思
う
。
岡
山
の
片
田
舎
に
住
ん
で
い
た
私
は
、
あ
る
日
突
然
、
奇
麗
な
青
い

着
物
を
二
枚
重
ね
で
着
せ
ら
れ
た
。
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
っ
て
ま
だ
数
年
し
か
経
っ
て
お
ら
ず
、
食
べ
る
物
も
乏
し
か
っ
た
頃

の
こ
と
で
あ
る
。
思
い
も
か
け
ず
奇
麗
な
着
物
を
着
せ
ら
れ
た
こ
と
が
嬉
し
く
、
弾
む
思
い
で
行
っ
た
先
は
、
祖
父
の
葬
式
の

場
で
あ
っ
た
。

切
っ
た
爪
を
白
い
紙
に
包
み
、
お
棺
に
入
れ
る
よ
う
に
促
さ
れ
た
。
こ
わ
ご
わ
お
棺
を
覗
い
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
土
色
を

し
た
祖
父
の
顔
が
あ
り
、
額
に
は
白
い
三
角
巾
が
み
え
た
。
あ
の
白
い
三
角
巾
は
何
な
の
だ
ろ
う
。
こ
の
時
い
だ
い
た
疑
問
を

頭
の
底
に
残
し
た
ま
ま
日
々
は
過
ぎ
て
い
っ
た
が
、
数
年
後
に
死
去
し
た
母
方
の
祖
父
の
額
に
も
、
や
は
り
白
三
角
巾
が
あ
っ

た
。
子
ど
も
心
に
、
白
三
角
巾
の
意
味
を
聞
く
こ
と
は
な
ぜ
か
憚
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
死
ん
だ
人
は
皆
額
に
白
三
角
を

つ
け
る
の
だ
と
勝
手
に
納
得
さ
せ
て
、
こ
の
疑
問
は
そ
の
ま
ま
し
ま
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

日
本
人
の
衣
文
化
の
歴
史
を
研
究
す
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
の
喪
服
の
色
が
「
白
→
黒
→
白
→
黒
」
と
変
化
し
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
。
日
本
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
中
国
や
朝
鮮
半
島
で
は
、
古
代
か
ら
今
日
ま
で
一
貫
し
て
喪
服
の
色
は
白
系

統
で
あ
り
続
け
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
日
本
だ
け
が
こ
の
よ
う
に
白
・
黒
の
変
化
を
し
た
の
か
。

こ
う
し
て
、
子
供
の
頃
か
ら
抱
き
続
け
て
き
た
疑
問
で
あ
る
死
者
の
額
の
白
三
角
巾
の
意
味
と
喪
服
の
色
の
変
化
の
歴
史
を

追
う
こ
と
が
、
私
の
生
涯
の
研
究
テ
ー
マ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四
十
年
弱
勤
務
し
た
学
習
院
女
子
大
学
を
去
る
に
当
た
っ
て
の
最
終
講
義
の
テ
ー
マ
は
「
幽
霊
は
な
ぜ
額
に
三
角
を
つ
け
る

【
註
】

1　

井
之
口
章
次
『
日
本
の
葬
式
』
筑
摩
叢
書
、
一
九
七
七
年
、
101
頁

2　

折
口
信
夫
「
は
ち
ま
き
の
話
」（『
折
口
信
夫
全
集　

第
三
巻
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
五
五
年
）

3　

滋
賀
県
櫟
野
寺
所
蔵
の
十
一
面
観
音
像
（
十
世
紀
頃
作
）
の
頭
部
に
戴
く
菩
薩
頭
面
十
一
面
の
内
、
頭
頂
面
を
除
い
た
十
面
全
て
が
三
角
形
状

の
金
色
額
当
て
を
付
け
て
い
る

4　

田
中
尚
房
『
歴
世
服
飾
考
』
新
訂
増
補
故
実
叢
書
、
明
治
図
書
、
一
九
五
二
年
115
頁

5　

阿
部
猛
・
義
江
明
子
・
相
曽
貴
志
編
『
平
安
時
代
儀
式
年
中
行
事
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
217
頁

6　

兵
庫
県
宝
塚
市
普
門
寺
住
職
馬
形
祐
憲
氏
談

7　

六
世
紀
前
半
成
立
。
七
二
四
年
に
善
無
畏
に
よ
り
漢
訳
。
福
田
亮
成
校
註
『
新
国
訳
大
蔵
経 

大
日
経
』
密
教
部
1
、
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、

63
頁

8　

越
智
淳
仁
『
図
説
・
マ
ン
ダ
ラ
の
基
礎
知
識
』
大
法
輪
閣
、
二
〇
〇
五
年
、
134
頁

9　

越
智
淳
仁
『
図
説
・
マ
ン
ダ
ラ
の
基
礎
知
識
』
135
頁

10　

頼
富
本
宏
『
密
教
と
マ
ン
ダ
ラ
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
講
談
社
、
二
〇
一
六
年
、
217
頁

11　

増
田
美
子
『
日
本
喪
服
史　

古
代
編
―
葬
送
儀
礼
と
装
い
―
』
源
流
社
、
二
〇
〇
二
年
、
80
頁

12　

シ
ー
ラ
・
ペ
イ
ン
著　

福
井
正
子
訳
『
世
界
の
お
守
り
・
魔
よ
け
文
化
図
鑑
』
柊
風
舎　

二
〇
〇
六
年

13　

M
.A

m
galan“The cultural m

onum
ent of W

estern M
ongolia” M

onsuder, 2004.

14　

日
下
八
光
『
装
飾
古
墳
の
秘
密

－

壁
画
文
様
の
謎
を
解
く

－

』
一
九
七
八
年
、
講
談
社

15　

米
澤
敬
編
『
に
ほ
ん
の
か
た
ち
を
よ
む
事
典
』
精
興
社
、
二
〇
一
一
年	

16　

三さ
ん

毬
ぎ
ち
ょ
う

打
か
ら
来
た
と
さ
れ
る
も
の
で
、
毬
打
（
ポ
ロ
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
）
を
三
本
組
み
合
わ
せ
て
三
角
状
に
し
た
も
の
を
小
正
月
の
時
に
焼
い

た
行
事
で
あ
り
、
平
安
時
代
ま
で
遡
れ
る
。
現
代
で
は
主
に
小
正
月
に
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
火
祭
り
の
行
事
で
あ
る

17　

井
之
口
章
次
『
日
本
の
葬
式
』
筑
摩
叢
書
、
一
九
七
七
年
、
101
頁

NihonMohuku.indd   350-351NihonMohuku.indd   350-351 2022/09/16   11:272022/09/16   11:27



353 352おわりに おわりに

ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
本
書
の
刊
行
に
当
た
っ
て
出
版
の
労
を
と
り
、
ご
丁
寧
な
校
正
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
株
式
会
社
東
京
堂
出
版
の
名

和
成
人
氏
、
及
び
編
集
部
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

�

二
〇
二
二
年
九
月
一
日　

【
初
出
論
文
一
覧
】

	

「
橡
に
関
す
る
一
考
察
」『
風
俗
』
二
九
巻
二
号
、
一
九
九
〇
年

	

「
日
本
古
代
に
お
け
る
喪
服
の
研
究
―
白
系
統
か
ら
黒
系
統
へ
の
変
化
を
中
心
に
―
」『
服
飾
美
学
』
二
一
号
、
一
九
九
二
年

	

「
中
世
の
葬
儀
と
喪
服
―
黒
か
ら
白
へ
の
回
帰
―
」『
学
習
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
三
〇
号
、
一
九
九
二
年

	

「
人
物
埴
輪
の
意
味
す
る
も
の
」『
学
習
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
三
四
号
、
一
九
九
六
年

	

「
平
安
時
代
の
葬
送
装
束
―
素
服
を
中
心
に
―
」『
日
本
家
政
学
会
誌
』Vol.51  N

o.4

、
二
〇
〇
〇
年

	

「
平
安
時
代
の
喪
服
―
諒
闇
装
束
を
中
心
に
―
」『
日
本
家
政
学
会
誌
』Vol.52  N

o.10

、
二
〇
〇
一
年

	

『
葬
送
儀
礼
に
お
け
る
被
り
物
の
意
味
―
白
三
角
額
当
て
を
中
心
に
―
』『
国
際
服
飾
学
会
誌
』N

o.51

、
二
〇
一
七
年

【
著
者
の
葬
送
関
連
の
既
刊
行
図
書
】

	

『
日
本
喪
服
史　

古
代
編
―
葬
送
儀
礼
と
装
い
―
』
源
流
社
、
二
〇
〇
二
年

	

「
第
一
章　

東
ア
ジ
ア
の
葬
送
儀
礼
と
装
い
」「
第
三
章　

葬
送
儀
礼
と
そ
の
装
い
か
ら
見
た
文
化
比
較
」（
増
田
美
子
編
著
『
葬
送
儀
礼
と
装
い

の
比
較
文
化
史　

装
い
の
白
と
黒
を
め
ぐ
っ
て
』
東
京
堂
出
版
）、
二
〇
一
五
年

の
か
」
と
し
た
。
小
学
校
入
学
以
来
六
十
四
年
間
も
の
長
期
に
亙
っ
て
関
わ
り
続
け
て
来
た
学
校
生
活
と
の
別
れ
の
時
に
当
た

っ
て
、
入
学
前
に
持
っ
た
疑
問
へ
の
答
え
を
出
す
の
が
最
も
相
応
し
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
最
終
講
義
に
は
多
く
の

方
々
が
聴
講
に
来
て
く
だ
さ
り
、
興
味
を
持
っ
た
人
た
ち
か
ら
、
三
角
額
当
て
や
現
代
の
白
喪
服
の
事
例
の
情
報
を
お
寄
せ
頂

い
た
。
大
学
で
の
「
日
本
生
活
文
化
史
」
で
は
、
葬
送
儀
礼
と
喪
服
の
歴
史
を
主
テ
ー
マ
と
し
、
十
数
年
間
、
史
料
と
格
闘
し

な
が
ら
ノ
ー
ト
を
作
り
、
講
義
を
進
め
て
き
た
。
珍
し
い
テ
ー
マ
で
も
あ
り
、
ま
た
誰
も
が
迎
え
る
人
生
最
後
の
儀
礼
の
歴
史

と
い
う
こ
と
で
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
の
か
、
大
学
で
は
学
生
た
ち
か
ら
「
お
葬
式
の
先
生
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
こ
の
講
義
ノ
ー
ト
を
ベ
ー
ス
に
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
て
頂
い
た
情
報
等
を
精
査
し
、
加
筆
修
正
し
て
完
成
し
た
の
が
本
書

で
あ
る
。

昨
年
喜
寿
を
迎
え
た
。
こ
の
「
賀
の
祝
」
の
記
念
に
、
幼
児
の
頃
か
ら
抱
き
続
け
て
き
た
葬
送
儀
礼
に
関
わ
る
装
い
の
疑
問

に
答
え
を
出
し
、
一
冊
の
本
に
纏
め
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
喜
び
に
堪
え
な
い
。

浅
学
ゆ
え
に
史
料
の
読
み
方
等
に
誤
謬
が
あ
る
可
能
性
も
あ
る
し
、
角
度
を
変
え
て
み
る
と
筆
者
と
は
異
な
っ
た
見
方
も
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。
読
者
の
方
々
の
ご
教
示
ご
批
判
を
頂
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

本
研
究
を
完
成
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
資
料
提
供
等
の
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
一
人
一
人
の
氏
名
を
記
し
て
謝
意
を
表
す
べ
き
か
と
存
じ
ま
す
が
、
膨
大
な
人
数
に
な
り
ま
す
の

で
、
こ
こ
に
纏
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
こ
と
で
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
本
研
究
に
お
い
て
必
読
の
史

料
で
あ
っ
た
『
装
束
雑
事
抄
』
の
閲
覧
を
有
職
文
化
研
究
所
に
お
願
い
し
ま
し
た
所
、
わ
ざ
わ
ざ
コ
ピ
ー
を
し
て
お
届
け
く
だ

さ
っ
た
研
究
所
代
表
仙
石
久
氏
の
お
名
前
だ
け
は
特
別
に
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
く
存
じ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
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